塗布剤（遮光、遮熱剤）は、夏の強日射・高温から作物を守るために非常に有効ですが、
1回の塗布では効果が夏のピークまで持続しないという特性があります。
「4月1日に塗布すると、3ヶ月後の7月1日頃には効果が低減する可能性がある」
つまり、最も暑くなる7〜8月に遮熱効果が不足するため、

6月上旬に2回目を塗布して効果を延長する必要があるのです。

✔ 2度塗布の主な理由
① 遮熱効果の持続期間が“夏のピーク”に届かない
· 塗布剤の持続期間は2〜5ヶ月だが、条件により短くなる。
· 4月に塗布 → 7月には効果が薄れる。
· 7〜8月の強日射に対して防御力が不足。
② 最も暑い時期（7〜8月）に遮熱効果を最大化するため
· 6月上旬に2回目を塗布すると、→ 効果が7〜10月までしっかり持続。
③ ハウス鋼材の蓄熱を抑え、夜温の上昇を防ぐ
· 遮熱剤は特に赤外線を強く遮るため、→ ハウス骨材の温度上昇を抑える。
· 2度塗布でこの効果を夏の終わりまで維持できる。
④ カーテンの使用時間を減らし、光合成量を確保できる
· 遮熱剤が効いていれば、→ カーテンを閉める時間が短くなる。
· PAR（光合成有効光）は確保され、収量・品質が安定。
⑤ 作業者の労働環境改善
· ハウス内の体感温度が下がるため、→ 夏場の作業負担が大幅に軽減。

🌟 2度塗布の利点のまとめ
◎ 1. 夏の高温ストレスを確実に防げる
· 7〜8月の強日射に対して万全の対策。
· 萎れ・樹勢低下・着果不良を防止。
◎ 2. 収量・品質の安定
· 遮熱剤は、特に赤外線を強く遮りつつ、PAR（光合成を行なう光）は比較的通すため、→ 光合成量を確保しながら温度だけ下げられる。
◎ 3. カーテン依存を減らせる
· カーテンを閉める時間が減るため、→ 光不足による徒長や弱体化を防げる。
◎ 4. ハウス内の湿度管理が安定
· カーテンを閉めない時間が増える→ 換気効率が高く、湿度が上がりにくい。
◎ 5. 夜温の上昇を抑え、病害リスクも低減
· ハウス鋼材の蓄熱が減るため、夜温が下がりやすい。
◎ 6. 経済的にも十分採算が合う

遮熱剤の費用（10aあたり10万円×2回）は、
高温障害による減収・品質低下を防ぐ効果を考えると
十分に回収できる投資だと考えます。


⚠2度塗布の不利な点
▲ 1. コストが1回より高い
· 10aあたり約5万から10万円 × 2回。
· ただし、減収リスクを考えると費用対効果は高い。
▲ 2. 作業の手間が増える
· 2回塗布するため、作業計画が必要。
· ただし、ドローン散布などで軽減可能。
▲ 3. 6月の天候に左右される
· 梅雨入り前に塗布する必要があるため、→ 作業タイミングを逃さない計画性が必要。
以上
異常気象が通常の気象となる時代です。いかに良品、収量を上げるかを考えると、塗布剤を２度行なうことは必須作業と考えます。
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